
                  

  

7月 13日、新人研修が開催されました。急変時の対応についてと輸血についての研修です。 

 

研修プログラム 

8:30～15:20  患者急変時の対応 

「気づくナースはここを見る～押さえよう急変のツボ～」 

15:30～16:00  血液製剤の取り扱い 

16:00～16:30  輸血の看護 

16:30～17:00  振り返り 記録 

  

  

           

 

 スキルステーション、シナリオ事例での対処方法など、救急看護認定看護師を中心とした先輩ナースに教えて

もらいました。「見て、聞いて、感じて」正常である根拠を順序だててみていくことで、急変をとらえるためのア

プローチを学び、少し自信が付きました。シミュレーション学習であったので和気あいあいと楽しい研修となり

ました。また、血液製剤の種類や管理方法、副作用、指示受けから投与時の観察まで一連で学ぶ機会となりまし

た。新人ナースからは、少し不安要素が減ったとの発言が聞かれました。 

 

 

新人研修 7月 

～～ 新人ナースの学び 感想 ～～ 

 急変時のツボをわかりやすく、ABCDそれぞれ

のポイントで知ることができた。 

 数値だけで判断するのではなく、あらゆる技法を

用いて患者さんに触れて感じる重要さを学べた。 

 急変時に見ているだけでなく、新人の自分も何か

一つだけでも行動できるように、今日の研修を振

り返り実践していきたい。 

 


